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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 51 号
（2023 年10 月）

よすみちゃん

第51号

「
大
社
駅
の
１
０
０
年
」

★
冬
季
企
画
展

　

１
９
１
２（
明
治
45
）年
の
大
社
線
開

通
は
、
出
雲
大
社
の
門
前
町
と
し
て

栄
え
た
大
社
の
町
に
新
し
い
時
代
の

到
来
を
告
げ
る
出
来
事
で
し
た
。
神

門
通
り
が
開
通
し
、
出
雲
大
社
へ
の

参
詣
客
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
１
９
２
４（
大
正
13
）年
２
月
に

は
二
代
目
の
駅
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

１
９
９
０（
平
成
２
）年
の
廃
線
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
人
を
迎
え
、
た
く
さ
ん
の

人
を
見
送
っ
た
大
社
駅
。
２
０
２
４

（
令
和
６
）年
２
月
に
建
設
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
重
要
文
化
財
「
旧
大
社
駅

本ほ
ん
や屋

」
の
歴
史
を
そ
の
時
代
と
と
も
に

11
月
18
日（
土
）～
2
月
19
日（
月
）

初
代
駅
舎
跡

旧大社駅本屋（修理前）

棟  札

振
り
返
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

旧
大
社
駅
本
屋
は
、
出
雲
市
大
社
町

に
所
在
す
る
旧
駅
舎
で
、
山
陰
本
線
の

出
雲
今
市
駅（
現
・
出
雲
市
駅
）と
出
雲

大
社
を
結
ぶ
大
社
線
の
終
着
駅
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
社
線
は
山
陰
本
線
の
出
雲
地
方
ま

で
の
延
伸
に
伴
い
１
９
１
２（
明
治
45
）

年
に
支
線
と
し
て
開
通
し
、
大
社
駅
も

同
年
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
大
正
期

に
入
る
と
、
山
陰
本
線
の
さ
ら
な
る
延

伸
や
瀬
戸
内
と
山
陰
を
結
ぶ
山
口
線
と

の
接
続
等
に
よ
り
、
乗
降
客
が
大
幅
に

増
加
し
た
た
め
駅
施
設
の
増
改
築
が
計

画
さ
れ
、
初
代
の
駅
舎
に
替
わ
る
二
代

目
と
し
て
１
９
２
４（
大
正
13
）年
に
新

た
に
建
設
さ
れ
た
の
が
現
在
の
建
物

（
建
築
面
積
は
約
二
倍
に
拡
大
）で
す
。

　

現
在
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

た
駅
舎
は
、
旧
大
社
駅
本
屋
、
東
京
駅

丸
の
内
本
屋（
東
京
都
）、
門
司
港
駅
本

屋（
旧
門
司
駅
・
福
岡
県
）の
三
棟
の
み

で
す
。
旧
大
社
駅
本
屋
と
類
似
し
た
構

成
、
意
匠
の
木
造
和
風
の
鉄
道
駅
舎
で

は
旧
二
条
駅
舎（
京
都
市
）が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
旧
大
社
駅
本
屋
は
、
廃
線
後

も
旧
地
に
ほ
ぼ
建
築
当
初
の
姿
の
ま
ま

良
好
に
保
存
さ
れ
、
我
が
国
の
鉄
道
興

隆
期
の
地
方
駅
舎
の
姿
を
よ
く
と
ど
め

る
遺
構
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
０
４（
平
成
16
）年
７
月
に
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
社
線
開
通

に
よ
り
、
神
門
通
り
を
中
心
に
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
た
町
の
様
子
や
二
代
目
大

社
駅
の
建
設
、
大
社
線
の
盛
隆
か
ら
廃

線
、
そ
し
て
重
要
文
化
財
指
定
か
ら
保

存
修
理
事
業
へ
と
続
く
明
治
か
ら
令
和

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
展
示

の
中
で
は
、
棟
札
や
屋
根
瓦
、
貴
賓
室

の
調
度
類
な
ど
、
大
社
駅
に
ま
つ
わ
る

貴
重
な
文
化
財
の
ほ
か
、
２
０
２
３

（
令
和
５
）年
１
月
に
工
事
中
に
発
見
さ

れ
た
初
代
駅
舎
跡
の
調
査
で
わ
か
っ
た

こ
と
や
新
た
に
発
見
し
た
写
真
資
料
な

ど
、
現
在
実
施
中
の
保
存
修
理
事
業
の

成
果
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
吾
郷　

誠
）
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第51号

「
出
雲
市
大
社
町
・
ひ
ろ
げ
遺
跡

―
７
０
０
年
続
い
た
火
の
マ
ツ
リ
の
場
―
」
「
発
見
！
奈
良
時
代
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

―
結
西
谷
Ⅳ
遺
跡
の
発
掘
調
査
速
報
①
―
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅱ

★
第
55
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

★
速
報
展

写真①　奈良時代の掘立柱建物跡写真②  ヒスイ勾玉（原寸大）

盆 踊 り

神  楽

一式飾り

獅 子 舞

　

出
雲
市
大
社
町
の
稲
佐
の
浜
か
ら
日

御
碕
へ
向
か
う
海
岸
沿
い
に
「
ひ
ろ
げ

の
浜
」
と
呼
ば
れ
る
浜
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
浜
と
言
っ
て
も
岩
礁
性
の
磯

浜
で
す
。
こ
の
浜
に
面
し
た
狭
く
小
さ

な
谷
に
「
ひ
ろ
げ
遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
１
９
９
６（
平
成
８
）年
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
15
×
20ｍ
の
範
囲

で
弥
生
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
の
約
一
万
点
も
の
土
器
の
破
片
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
複
数
の
焚
き
火

の
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ツ
リ

の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
こ
が
７
０
０
年
以
上
に
も

わ
た
っ
て
、
マ
ツ
リ
の
場
で
あ
り
続
け

た
の
か
。
こ
の
間
、
弥
生
か
ら
古
墳
、

そ
し
て
奈
良
へ
と
時
代
が
変
わ
る
中

で
、
そ
の
文
化
も
移
り
変
わ
り
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
も
の
と
は
。

　

今
回
、
ひ
ろ
げ
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た

土
器
を
再
整
理
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
く

遺
跡
の
様
相
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の

展
示
で
は
、
そ
の
成
果
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
ま
す
。　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

　

出
雲
市
内
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
神
楽
や
獅
子
舞
な
ど
、

出
雲
の
誇
る
伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会

し
、
舞
や
作
品
を
披
露
し
ま
す
。
普
段

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
伝
統
の
技
と
心
を
、
ぜ
ひ

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
時　

間　

10
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
（
開
場 

９
時
30
分
）

■
場　

所　

平
田
文
化
館

　
　
　
　
　

プ
ラ
タ
ナ
ス
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

前
売
り　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

当　

日　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

※
10
月
中
旬
か
ら
前
売
券
販
売
予
定

　

結む
す
び
さ
い
だ
に

西
谷
Ⅳ
遺
跡（
出
雲
市
斐
川
町
直な

お

江え

）は
新
工
業
団
地
の
造
成
計
画
に
伴

い
、
新
た
に
発
見
・
調
査
さ
れ
た
遺
跡

で
す
。
調
査
面
積
は
約
５
０
０
０
㎡
と

広
大
で
、多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
速
報
展
で
は
、
奈
良
時
代
の
集

落
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
集
落
は
南
北
に
の
び
る

尾
根
の
東
斜
面
で
確
認
さ
れ
、
斜
面
中

腹
に
少
な
く
と
も
６
棟
の
掘

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

立
柱
建
物

が
建
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
ま
す（
写

真
①
）。
ま
た
、
５
つ
の
加
工
段（
斜
面

を
Ｌ
字
状
に
カ
ッ
ト
し
て
作
り
だ
し
た

平
坦
面
）も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
須す

え

き
恵
器
や
土は

じ

き
師
器
な

ど
大
量
の
土
器
の
ほ
か
、
ヒ
ス
イ
勾ま

が
た
ま玉

（
写
真
②
）と
い
っ
た
貴
重
品
も
出
土
し

て
い
ま
す
。
土
器
の
年
代
は
、
飛
鳥
～

奈
良
時
代（
７
世
紀
末
～
８
世
紀
）に
限

ら
れ
、
こ
こ
で
人
間
が
生
活
し
て
い
た

の
は
１
０
０
年
あ
ま
り
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

結
西
谷
Ⅳ
遺
跡
の
周
辺
で
は
、
国
史

跡
出
雲
国
山さ

ん
い
ん
ど
う
あ
と

陰
道
跡
を
は
じ
め
、
古
代

の
郡ぐ

ん
が衙

関
連
施
設
と
想
定
さ
れ
る
後う

し
ろ
だ
に谷

遺
跡
や
稲い

な

城ぎ

遺
跡
、
小お

の野
遺
跡
と
い
っ

11
月
１
日（
水
）～
２
月
19
日（
月
）

11
月
26
日（
日
）

開
催
中
～
1
月
29
日（
月
）

た
同
時
期
の
遺
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
お
け
る
開

発
の
進
展
に
よ
り
、
未
開
の
地
に
新
た

な
集
落
を
つ
く
る
必
要
が
で
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ

た
結
西
谷
Ⅳ
遺
跡
の
集
落
は
、
ま
さ
し

く
奈
良
時
代
の
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。　
　
（
下
江 

裕
貴
）
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第51号

「
お
金
に
困
っ
た
時
は
…
」

★
よ
す
み
ち
ゃ
ん
が
奈
良
県
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

★
古
文
書
の
森
を
行
く
⑯

★
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

７
月
６
日
、
よ
す
み
ち
ゃ
ん
が
奈
良

県
を
訪
れ
、
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
や

出
雲
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
橿か

し
は
ら原

市
の
奈
良
県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
を
訪
問
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
イ
ワ
ミ

ン
」
が
出
迎
え
て
く
れ
、
博
物
館
の
案

内
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
奈
良
市
の
国
立

文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
。
こ

ち
ら
で
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
キ
ュ
ー
ト
ぐ
み
【
宮
都
組
】」

の
「
ツ
ゲ
じ
い
」
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
研
究
所
の
職
員
の
方
と
の
名
刺

交
換
等
も
行
い
ま
し
た
。

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
は
、
今
後
も
出
雲
市

内
外
問
わ
ず
、
出
雲
市
や
出
雲
弥
生
の

森
博
物
館
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

積
極
的
に
活
動
し
ま
す
！

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
は
、
常
設

展
示
室
の
案
内
や
、
勾
玉
づ
く
り
な
ど

の
体
験
教
室
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
博
物
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
対
象

　

年
齢
・
性
別
・
経
験
等
不
問

●
活
動
頻
度

　

月
１
、２
回　

各
回
２
、３
時
間　

　

※
ご
都
合
の
つ
く
範
囲
で

●
活
動
内
容

　

・
博
物
館
常
設
展
示
室
の
案
内

　

・
体
験
メ
ニ
ュ
ー
（
勾
玉
づ
く
り
、

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
等
）
指
導

　

・
イ
ベ
ン
ト
（
各
種
講
座
、
出
雲
弥

生
の
森
ま
つ
り
等
）
の
補
助

　

・
月
１
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定
例
会

（
打
合
せ
、
企
画
展
解
説
等
）な

ど

　

か
つ
て
松
江
藩
で
は
「
志し

ぎ儀
」
と
呼

ば
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
参
加
者
を
募
っ
て
「
講こ

う

」
と
い
う
集

団
を
作
り
一
定
の
掛
け
金
を
出
し
合
い
、

参
加
者
が
順
番
を
決
め
て
、
掛
け
金
の

総
額
を
受
け
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば「
講
」の
発
起
人
で
あ
る「
親
」

と
十
人
の
参
加
者
が
い
て
、
一
人
一
万

円
ず
つ
掛
け
金
を
出
し
た
と
し
ま
す
。

く
じ
引
き
等
で
順
番
を
決
め
て
、
最
初

の
人
が
掛
け
金
の
総
額
十
一
万
円
を
受

け
取
り
ま
す
。
次
回
は
二
番
目
の
人
が

受
け
取
り
…
と
全
員
が
掛
け
金
を
受
け

取
る
ま
で
こ
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
し

ま
す
。
掛
け
金
を
受
け
取
る
の
に
保
証

人
や
担
保
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
受
け

取
る
順
番
が
遅
い
代
わ
り
に
利
子
が
付

い
た
り
と
、「
講
」
に
よ
っ
て
様
々
な

条
件
や
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。「
志

儀
」
は
、
ま
だ
銀
行
の
無
い
時
代
に
確

実
に
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
入
手
で
き
、

貯
金
を
促
し
た
り
、
新
し
い
事
業
を
始

め
た
い
人
が
資
金
を
集
め
る
た
め
に
利

用
し
た
り
し
た
仕
組
み
で
し
た
。

　

同
様
の
仕
組
み
は
全
国
各
地
に
あ

り
、「
頼た

の
も
し
こ
う

母
子
講
」
や
「
融ゆ

う
づ
う
こ
う

通
講
」
な

ど
と
呼
ば
れ
、
そ
の
規
模
や
条
件
も
多

種
多
様
で
し
た
。
例
え
ば
、
二
人
で
一

人
分
の
掛
け
金
を
出
し
あ
い
、
受
け
取

る
金
を
折せ

っ
ぱ
ん半

す
る
ケ
ー
ス
や
、
掛
け
金

が
数
倍
に
な
っ
て
戻
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ

ば
、
民
間
人
だ
け
で
は
な
く
藩
の
役
人

も
参
加
し
て
担
保
の
証
明
書
を
預
か
っ

て
も
ら
い
、
公
的
な
後
ろ
立
て
を
得
る

ケ
ー
ス
な
ど
実
に
様
々
で
し
た
。

　

一
方
で
こ
の
仕
組
み
は
幕
府
や
藩
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
明
治
維
新

以
後
も
各
地
で
利
用
が
継
続
し
ま
し

た
。
土
地
等
を
担
保
に
出
す
際
の
資
産

信
用
に
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た
た
め
、

銀
行
が
全
国
各
地
に
定
着
し
、「
志
儀
」

の
仕
組
み
が
法
的
に
規
制
さ
れ
る
昭
和

初
期
ま
で
各
地
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
志
儀
」
の
古
文
書
は
、
地
域
の
有
力

者
や
役
人
と
の
関
係
、
担
保
に
な
っ
た

物
な
ど
、
当
時
の
地
域
経
済
の
一
端
を

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
物
な
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
川 

英
里
）

志
儀
の
掛
け
戻
し
金
を
受
け
取
っ
た
証

文
。
本
人
の
他
に
保
証
人
2
名
の
名
前

と
押
印
が
あ
る
。（
出
雲
市
蔵
）

（
右
）ツ
ゲ
じ
い

（
左
）イ
ワ
ミ
ン
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こ
れ
を
書
い
て
い
る
８
月
、
台
風
６

号
と
７
号
が
次
々
上
陸
し
た
。
台
風
で

一
番
の
恐
怖
体
験
は
、
25
年
前
の
98
年

９
月
22
日
の
台
風
７
号
。

　

当
時
、
飛
鳥
時
代
の
「
富
本
銭
」

鋳
造
で
有
名
な
奈
良
県
明
日
香
村
の

飛
鳥
池
遺
跡
で
調
査
を
し
て
い
た
。
前

の
月
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
谷

に
立
地
す
る
遺
跡
は
水
没
。
排
水
す

る
と
調
査
区
に
は
大
量
の
ヘ
ド
ロ
が
溜

ま
っ
て
い
た
。
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
使
っ
て

よ
う
や
く
ヘ
ド
ロ
除
去
し
、
調
査
を
再

開
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
台
風
７
号
接

近
に
備
え
、
前
回
を
教
訓
に
十
分
な

手
当
て
を
し
た
、
は
ず
だ
っ
た
。

　

９
月
22
日
、
台
風
は
紀
伊
半
島
を

北
上
。
す
る
と
事
務
所
に
村
民
か
ら
一

報
が
。
調
査
区
か
ら
飛
ば
さ
れ
た
シ
ー

ト
が
塀
を
壊
し
た
と
。
幸
い
、
風
雨
は

や
や
小
康
を
保
っ
て
い
る
。
状
況
確
認

に
現
場
へ
出
か
け
る
と
、
確
か
に
塀
が

破
損
し
て
い
る
。
現
状
写
真
を
撮
影
し

た
の
ち
、
調
査
区
の
状
態
を
確
認
し
に

行
く
。
浸
水
は
始
ま
っ
て
い
た
が
前
回

ほ
ど
で
は
な
い
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
繋

が
る
電
気
系
統
が
水
損
し
な
い
よ
う
、

分
電
盤
を
よ
り
高
所
に
移
動
さ
せ
て
い

た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
だ
っ
た
。

　

に
わ
か
に
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
立
っ

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

て
い
ら
れ
な
い
。
横
殴
り
の
雨
も
打
ち

付
け
る
。
並
べ
て
あ
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

を
覆
う
シ
ー
ト
が
風
を
は
ら
み
、
次
々

と
コ
ン
ベ
ア
を
な
ぎ
倒
し
て
い
く
。
さ
っ

き
の
小
康
状
態
は
「
目
」
に
入
っ
て
い

た
か
ら
か
、
と
気
付
い
た
が
遅
い
。

　

調
査
区
の
南
に
は
調
査
後
に
本
稼

働
す
る
県
立
万
葉
文
化
館
建
設
事
務

所
の
２
階
建
て
プ
レ
ハ
ブ
が
建
っ
て
い
た
。

突
然
、
そ
ち
ら
か
ら
「
バ
リ
バ
リ
」
と

音
が
。
ト
タ
ン
屋
根
が
飛
び
、
ベ
ニ
ヤ

板
の
壁
が
ち
ぎ
れ
て
舞
う
。
南
風
だ

か
ら
そ
れ
ら
が
こ
ち
ら
を
襲
っ
て
く
る
。

ま
さ
に
命
か
ら
が
ら
脱
出
す
る
と
、
道

路
に
は
電
線
が
垂
れ
下
が
り
、
信
号
機

も
点
滅
し
て
い
な
い
。
豪
雨
で
前
が
見

え
な
い
中
を
、
な
ん
と
か
事
務
所
に
帰

着
。
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
な
に

せ
恐
ろ
し
か
っ
た
。　
　

 

（
花
谷　

浩
）

▼
冬
季
企
画
展

　

11
月
18
日（
土
）～
２
月
19
日（
月
）

　
「
大
社
駅
の
１
０
０
年
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

11
月
19
日（
日
）・
12
月
3
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

　

●
鉄
道
模
型
見
学
会

　
　
「
大
社
線
が
鉄
道
模
型
で
復
活
！
」

　
　

12
月
23
日（
土
）10
時
～
17
時

　
　

12
月
24
日（
日
）10
時
～
15
時

　

●
冬
季
企
画
展
関
連
講
演
会

　
　

出
雲
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
講
座

　

①
12
月
３
日（
日
）14
時
～
16
時

　
　
「
出
雲
へ
の
旅
―
江
戸
・
明
治
の
参
詣
―
」

　
　

●
講
師　

岡　

宏
三　

氏

　
　
（
島
根
県
立
出
雲
歴
史
博
物
館
専
門
学
芸
員
）

　

②
１
月
13
日（
土
）14
時
～
16
時

　
　
「
大
社
駅
の
立
地
論
争
と
神
門
通
り
の
建
設
目
的
」

　
　

●
講
師　

山
﨑 

裕
二　

氏

　
　
（（
公
財
）い
づ
も
財
団
常
務
理
事（
事
務
局
長
））

　

③
１
月
27
日（
土
）14
時
～
16
時

　
　
「
重
要
文
化
財
・
旧
大
社
駅
本
屋
の
魅
力
」

　
　

●
講
師　

和
田 

嘉
宥　

氏

　
　
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

　
　

●
受
講
料　

各
回
３
０
０
円

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

11
月
１
日（
水
）～
２
月
19
日（
月
）

　
「
出
雲
市
大
社
町
・
ひ
ろ
げ
遺
跡

―
７
０
０
年
続
い
た
火
の
マ
ツ
リ
の
場
―
」

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
の
ご
案
内

▼
館
長
講
座

①
10
月
１
日（
日
）14
時
～
16
時

　
「
出
雲
の
歴
史
と
地
域
文
化
①

―
出
雲
と
畿
内
王
権
―
」

②
11
月
４
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
出
雲
の
歴
史
と
地
域
文
化
②

―
飛
鳥
時
代
の
出
雲
―
」

③
12
月
２
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
出
雲
の
歴
史
と
地
域
文
化
③

―
奈
良
時
代
の
出
雲　

神
と
仏
―
」

　

●
講
師　

花
谷　

浩
（
当
館
館
長
）

　

●
受
講
料　

各
回
３
０
０
円

※
最
新
情
報
は
博
物
館

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

講
座
・
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

●
申
込
受
付
時
間　

９
～
17
時

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

●
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
、

メ
ー
ル
で
申
込
。
受
講
料
無
料
。

▲ホームページ
QR コード

▼
速
報
展

　

開
催
中
～
１
月
29
日（
月
）

　
「
発
見
！
奈
良
時
代
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
―
結
西
谷
Ⅳ
遺
跡
の
発
掘
調
査
速
報
①
―
」


